
北本市の人口減少は鈍化外国人が大きく増加
議員任期折り返し 後半の役職決まる 議長は保角議員
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well-being
well-being（ウェルビーイング）：幸福、健康で満たされた状態

通信

安心をすべての人に届けたい

北本市の人口は減少を続けています。主な原
因は死亡者数の増加です。一方で、３０歳代の
子育て世代を中心に転入者数は増加しており、
減少傾向にあった出生者数も令和６年度は増
加に転じました。
国立社会保障・人口問題研究所では５年毎
に将来推計人口を発表しています。２０２３年に
発表された２０２５年の推計人口は６２，９２６で
したが、実際の人口は６５，１０９人（２０２４年度
末）で推計を３．５％上回っています。特に３０歳
代後半では推計を１３．３％、４歳以下では１４．
３％も上回っており、人口減少を鈍化させていま
す。手頃な価格で戸建て住宅を購入でき、自然
が豊かで災害に強いこと、子ども子育て支援に
力を入れていること、東京への通勤・通学圏内
にあることなどが評価されているものと考えます。
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自然増減 社会増減

増減
計 出生 死亡 計 転入 転出

R01 -332 363 695 88 2,473 2,385 -244 

R02 -415 340 755 105 2,305 2,200 -310 

R03 -483 351 834 361 2,506 2,145 -122 

R04 -571 325 896 386 2,718 2,332 -185 

R05 -610 281 891 405 2,747 2,342 -205 

R06 -699 296 995 400 2,792 2,392 -299 

北本市の人口は減少傾向にあるものの
転入者数の増加から出生者数も増加に転じた

外国人人口はベトナムを中心に大きく増加
建設・土木・介護分野の人手不足を補う

北本市では令和になって外国人人口が急増
しています。人口全体に占める割合は１．７％ま
で増加しましたが、県平均（約３％）と比較する
とまだ少ない状況です。
国籍別ではベトナムやネパールの増加が目
立ちます。在留資格別に見ると、技能実習生とし
て来日して経験を積んだ後、特定技能など他の
在留資格に移行する人が多いようです。特に建
築・土木の分野で活躍しています。介護の資格
で在留している人も増えています（１６人）。法改
正により、今後、人材の育成・確保を目的とした
受入れはさらに加速する見通しです。
なお難民認定申請中の在留資格は特定活
動となり、申請が認められると定住者となります。
外国人によるトラブルが大きく報道されている
川口市ではトルコ国籍の人の約７割が残留資
格＝特定活動ですが、本市では０人です。
外国籍の方でも安心して暮らせるよう、ごみ
分別マニュアルの作成や地域の中での居場所
（飲食店やイベントなど）の充実が必要です。
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国籍 R6.12 R1.12

ベトナム 361 115

中国 196 150

フィリピン 87 82

ネパール 78 26

韓国 62 61

ミャンマー 48 －

在留資格 R6.6 R5.6

技能実習 103 102

特定技能 144 85

技術等 157 115

特定活動 23 28

定住者 41 36

永住者 274 264

人口に占める外国人の割合

外国人人口

北本市の人口の推移
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５２歳。早稲田大学卒。元埼玉県職員。議員専業。
令和元年５月～北本市議会議員（現在２期目）
北本市監査委員、建設経済常任委員会所属、
埼玉中部環境保全組合議員

現在の北本市議会議員の任期は令和５年５月から
令和９年４月まで（４年間）です。今年４月で２年が経
過したため、議長を始めとした役職が変わりました。議
長には保角美代議員が選ばれました。北本では２人目
の女性議長で、議長・副議長ともに女性となります。
私は監査委員に選任されました。２４年間の公務員
経験を活かし、監査委員の重責を果たしてまいります。

新役職 議員名・〇期数（会派）

議長 保角 美代④（公明）

副議長 金森 すみ子②（みらい）

監査委員 桜井 卓②（緑風）

議会運営委員長 工藤 日出夫⑥（みらい）

総務文教委員長 今関 公美③（緑風）

健康福祉委員長 高橋 誠①（将来）

建設経済委員長 永井 司①（将来）

予算決算委員長 大嶋 達巳④（みらい）

広報広聴委員長 中村 洋子⑤（共産）

旧会派名 議員名 新会派名

彩桜
きたもと

滝瀬・岡村 清和会

現王園・諏訪・
高橋・青野・永井

北本の将来
を創る会

公明党 島野・保角・斉藤 公明党

緑風会
今関・桜井 緑風会

村田・小久保

みらい
みらい 大嶋・金森

れいわ新撰組
北本

毛呂

市民の力 工藤

日本共産党 中村・湯沢 日本共産党

議員任期後半の役職決まる 議長は保角議員 会派構成も変化

会派の構成も大きく変化しました。最大会派だった
彩桜きたもとから５人が離脱し、北本の将来を創る会
を結成。残った２人は会派名を清和会に変更しました。
私の所属する緑風会からは村田議員と小久保議員
がみらいに移りました。一人会派だった毛呂議員と工
藤議員もみらいに合流し、みらいが最大会派（６人）
となりました。

「監査委員」の役割とは…

市の財務事務の執行や経営に係る事業の管理
について、適法性・能率性の確保を図る観点から、
監査基準に基づき公正不偏の態度で監査を行
います。
定期監査・例月出納検査・決算審査などを行う
ほか、行政監査・住民監査請求による監査などを
行うことがあります。

人口減少の問題の一つとして税収減が挙げられますが、実際には定年の延長や共働き世帯の増
加などにより、納税義務者数、税収ともに今のところ減少していません。しかし、このまま増え続けるこ
とも考えにくく、今度の動向を注視する必要があります。
また、高齢化や共働き世帯の増加により、介護や子育て等の世話（ケア）の社会化が進んでいます。
家庭内でケアに従事する人がいなくなり、介護や保育のサービスを利用する人が増え、これらの分野
での人材・財源不足が深刻な問題となっています。出生率の向上には保育・教育の無償化など『子
どもを育てやすい環境づくり』が不可欠ですが、サービスを充実するほど人材や財源が必要となりジ
レンマが生まれます。オモテ面で見たとおり、外国からの人材受入れも有効な解決策でしょう。

年度 北本市人口 納税義務者 税収 ７５歳以上 介護認定者数 学童保育室 保育所等

R元 66,230人 ３４,８６９人 ９９．９８億円 １５．９％ ２,９６５人 668人 １,８８９人

R2 ６５,９２０人 ３４,７６５人 １０１．６４億円 １６．３％ ２,９８６人 653人 １,９６１人

R３ ６５,７９８人 ３４,８０３人 １０２．８９億円 １６．９％ ３,０６４人 692人 １,７３２人

R4 ６５,613人 ３４,８７１人 １０４．３０億円 １７．０％ ３,１７８人 725人 １,９９１人

R5 ６５,４０８人 ３５,２３８人 １０４．６６億円 １８．８％ ３,３８２人 792人 １,９７１人

人口減も税収は維持 介護・保育サービスの利用者が増加し、人材・財源の確保が大きな課題に

ＳＮＳでも情報を発信しています！
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